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二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害

の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正

関
係

１

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
係
る
医
療
手

当
の
額
を
、
医
療
を
受
け
た
日
数
等
に
応
じ
、
三
万

五
、
八
〇
〇
円
か
ら
三
万
五
、
七
〇
〇
円
に
、
三
万

三
、
八
〇
〇
円
か
ら
三
万
三
、
七
〇
〇
円
に
、
そ
れ

ぞ
れ
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

２

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
係
る
障
害
児

養
育
年
金
の
額
を
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
、
八
五
万

八
〇
〇
円
か
ら
八
四
万
七
、
二
〇
〇
円
に
、
六
八
万

四
〇
〇
円
か
ら
六
七
万
八
、
〇
〇
〇
円
に
、
そ
れ
ぞ

れ
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

３

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
係
る
障
害
年

金
の
額
を
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
、
二
七
二
万
四
〇

〇
円
か
ら
二
七
〇
万
九
、
六
〇
〇
円
に
、
二
一
七
万

五
、
六
〇
〇
円
か
ら
二
一
六
万
七
、
二
〇
〇
円
に
、

そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関

係
）

４

遺
族
年
金
の
額
を
、
二
三
七
万
八
、
四
〇
〇
円
か

ら
二
三
七
万
円
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八

条
関
係
）

５

遺
族
一
時
金
の
額
を
、
七
一
三
万
五
、
二
〇
〇
円

か
ら
七
一
一
万
円
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
〇
条
関
係
）

三

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当

の
額
並
び
に
住
居
手
当
に
係
る
控
除
額
及
び
限
度
額
を

定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
六
五

号
）（
外
務
省
）

１

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
に
支
給
す
る
在

勤
基
本
手
当
の
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第

一
関
係
）

２

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
に
支
給
す
る
住

居
手
当
の
控
除
額
及
び
限
度
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し

た
。（
別
表
第
二
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
財
務
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
六

六
号
）（
財
務
省
）

１

大
臣
官
房
に
期
限
を
限
っ
て
置
く
参
事
官
の
存
置
期

限
を
撤
廃
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
三
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
文
部
科
学
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
六
七
号
）（
文
部
科
学
省
）

１

科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
並
び
に
政
策
課
、
基
盤
政

策
課
及
び
計
画
官
の
所
掌
事
務
の
再
編
を
行
う
と
と
も

に
、
調
査
調
整
課
を
廃
止
し
、
同
局
に
新
た
に
産
業
連

携
・
地
域
支
援
課
を
置
く
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
、
第

五
四
条
、
第
五
五
条
、
第
五
六
条
、
第
五
七
条
及
び
第

五
九
条
関
係
）

２

研
究
振
興
局
並
び
に
振
興
企
画
課
の
所
掌
事
務
の
再

編
を
行
う
と
と
も
に
、
研
究
環
境
・
産
業
連
携
課
及
び

基
礎
基
盤
研
究
課
を
基
礎
研
究
振
興
課
及
び
基
盤
研
究

課
に
改
組
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
、
第
六
一
条
、

第
六
二
条
、
第
六
三
条
及
び
第
六
七
条
関
係
）

３

ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
企
画
・
体
育
課
及
び
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
課
を
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
企
画
課
及
び
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
に
改
組
す
る
と
と
も
に
、
参
事
官
の
職
務
の

再
編
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
七
八
条
、
第
七
九
条
、

第
八
〇
条
及
び
第
八
四
条
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
六
八
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

医
政
局
政
策
医
療
課
を
国
立
病
院
課
に
改
組
す
る
と

と
も
に
、
同
局
指
導
課
、
経
済
課
及
び
研
究
開
発
振
興

課
の
所
掌
事
務
を
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
二

条
、
第
三
三
条
の
二
、
第
三
四
条
及
び
第
三
八
条
〜
第

三
九
条
の
二
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行
令

及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被

害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
六
九
号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行

令
の
一
部
改
正
関
係

１

独
立
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構（
以
下「
機

構
」
と
い
う
。）が
支
給
す
る
医
療
手
当
の
額
を
、
医

療
を
受
け
た
日
数
等
に
応
じ
、
三
万
五
、
八
〇
〇
円

か
ら
三
万
五
、
七
〇
〇
円
に
、
三
万
三
、
八
〇
〇
円

か
ら
三
万
三
、
七
〇
〇
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ

る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

２

機
構
が
支
給
す
る
障
害
年
金
の
額
を
、
障
害
の
程

度
に
応
じ
、二
七
二
万
四
〇
〇
円
か
ら
二
七
〇
万
九
、

六
〇
〇
円
に
、
二
一
七
万
五
、
六
〇
〇
円
か
ら
二
一

六
万
七
、
二
〇
〇
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
る
こ

と
と
し
た
。（
第
七
条
関
係
）

３

機
構
が
支
給
す
る
障
害
児
養
育
年
金
の
額
を
、
障

害
の
程
度
に
応
じ
、
八
五
万
八
〇
〇
円
か
ら
八
四
万

七
、
二
〇
〇
円
に
、
六
八
万
四
〇
〇
円
か
ら
六
七
万

八
、
〇
〇
〇
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
る
こ
と
と

し
た
。（
第
九
条
関
係
）

４

機
構
が
支
給
す
る
遺
族
年
金
の
額
を
、
二
三
七
万

八
、
四
〇
〇
円
か
ら
二
三
七
万
円
に
引
き
下
げ
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
関
係
）

５

機
構
が
支
給
す
る
遺
族
一
時
金
の
額
を
、
七
一
三

万
五
、
二
〇
〇
円
か
ら
七
一
一
万
円
に
引
き
下
げ
る

こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
関
係
）

◇
警
察
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
七

〇
号
）（
警
察
庁
）

１

地
方
警
務
官
の
定
員
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六

条
関
係
）

２

地
方
警
察
職
員
た
る
警
察
官
の
都
道
府
県
警
察
ご
と

の
定
員
の
基
準
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
二
関

係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
政
令
第
七
一
号
）（
財
務
省
）

１

燃
料
安
定
供
給
対
策
と
し
て
、
石
油
、
可
燃
性
天
然

ガ
ス
及
び
石
炭
の
生
産
の
合
理
化
を
図
る
た
め
に
行
う

事
業
に
要
す
る
費
用
に
係
る
利
子
補
給
金
の
交
付
に
係

る
規
定
の
追
加
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
五
〇
条
関

係
）

２

電
源
利
用
対
策
と
し
て
、
核
燃
料
物
質
の
貯
蔵
及
び

輸
送
経
路
の
利
用
可
能
性
を
実
証
す
る
た
め
に
要
す
る

費
用
に
係
る
補
助
金
の
交
付
に
係
る
規
定
の
追
加
を
行

う
こ
と
と
し
た
。（
第
五
一
条
関
係
）

３

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
か
ら
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
事
業
に
よ
り
農
地
に
つ
い
て
利
用
権
の
設
定
又
は
移

転
を
受
け
た
者
に
対
す
る
交
付
金
の
交
付
に
係
る
規
定

の
追
加
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
六
二
条
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
土
地
改
良
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
七
二
号
）（
農
林
水
産
省
）

１

地
域
振
興
施
設
整
備
関
連
事
業
を
廃
止
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
五
〇
条
第
一
項
、
第
五
〇
条
の
二
の
二
第
二

項
、第
七
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
別
表
第
一
、

第
四
、
第
六
及
び
第
七
関
係
）

２

都
道
府
県
営
土
地
改
良
事
業
と
し
て
農
用
地
利
用
集

積
促
進
土
地
改
良
整
備
計
画
に
従
っ
て
暗
渠き

よ

排
水
の
み

を
行
う
事
業
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
同
計
画
に
従
っ

て
行
う
土
地
改
良
事
業
に
対
す
る
国
の
補
助
の
割
合
に

関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
〇
条
第

三
項
及
び
第
七
八
条
第
五
項
関
係
）

３

都
道
府
県
営
土
地
改
良
事
業
と
し
て
農
用
地
利
用
集

積
促
進
土
地
改
良
整
備
計
画
に
従
っ
て
暗
渠
排
水
の
み

を
行
う
事
業
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴
い
、
時
限
措
置
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
申
請
要
件
等
の
特
例
に
関
す
る

規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
七
項
、
第
九

項
、
第
一
六
項
及
び
第
一
七
項
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組

合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共

済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
存

続
組
合
が
支
給
す
る
特
例
年
金
給
付
等
に
関
す
る
政
令

等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
七
三
号
）（
農
林

水
産
省
）

一

厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済

組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員

共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う

存
続
組
合
が
支
給
す
る
特
例
年
金
給
付
等
に
関
す
る
政

令
の
一
部
改
正
関
係

平
成
二
三
年
四
月
か
ら
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
の
間

に
お
け
る
特
例
退
職
共
済
年
金
等
の
額
の
算
定
に
用
い

る
率
を
〇
・
九
六
四
と
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条

の
二
関
係
）
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